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ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

一= q 五鍔一一

型
百
貨
店
と
し
て
誕
生
す
る
。

５
階
川
の
流
れ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
街
に
は
、
中
国
料
理
で
は
神

戸
屈
指
北
野
の
「
東
天
閣
常
北

イ
タ
リ
ア
料
理
の
老
舗
「
ベ
ル

ゲ
ン
」
や
か
つ
料
理
の
名
門

「
と
ん
か
つ
武
蔵
」
な
ど
神
戸

qＴ

１
１４４
１

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

☆
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
「
花
博
」

へ
乗
り
込
む
日

現
在
大
好
評
を
博
し
て
い
る

「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
で

９
月
ｎ
日
（
火
）
に
『
ふ
れ
あ

い
神
戸
の
日
ｌ
こ
う
べ
の
輝

き
こ
う
べ
の
響
き
ｌ
』
が

催
さ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、

①
神
戸
の
朝
か
ら
た
そ
が
れ
迄

を
映
像
で
紹
介
す
る
②
神
戸
で

活
躍
す
る
演
奏
家
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
③
世
界
の
民
族
衣
裳
や
専

門
学
校
生
の
作
品
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
④
ブ
ラ
ジ
ル

人
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
サ
ン
バ
、

の
４
つ
。
大
勢
の
人
達
に
神
戸

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
貰
え
る

よ
う
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
期
待
し

て
い
る
。

○
会
場
催
事
会
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
別

○
開
場
Ⅲ
叩
卯

○
開
演
Ⅷ
皿
帥

☆
北
野
発
ｌ
美
術
公
募
展

北
野
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で

は
今
年
も
美
術
公
募
展
が
開
か

れ
る
。
も
う
Ｍ
回
目
と
な
り
神

戸
で
は
お
馴
染
み
の
公
募
展
と

な
っ
た
。
毎
年
若
い
人
達
の
独

創
的
な
作
品
が
集
ま
り
好
評
を

博
し
今
年
も
よ
り
一
層
斬
新
な

作
品
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

作
品
は
写
真
、
彫
刻
、
オ
ブ

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

噸
・
共
に
生
き
る
」
福
祉
誌
座

八
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
勤
労
会

雌
で
第
十
八
回
市
民
の
福
祉
灘
座
が
多

一
殿
や
参
加
省
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

ま
ず
藤
木
代
表
が
二
十
五
年
間
菰
張

っ
て
こ
れ
た
の
は
み
な
さ
ま
の
ご
支
扱

の
お
か
げ
で
あ
る
と
深
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
の

不
思
議
さ
を
同
頓
し
、
ま
た
、
運
動
と

し
て
は
多
く
の
支
持
者
の
心
を
強
く
つ

な
い
で
ゆ
く
配
職
を
税
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
参
加
Ｄ
方
均
に
、
兜
庄
の
１
金

を
述
憧
さ
れ
ま
し
た
。
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け

っ
て
命
名
さ
れ
、
毎
年
８
月
の

第
一
土
曜
日
に
催
さ
れ
て
い

る
。
足
立
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

て
は
や
５
年
が
過
ぎ
る
が
、
今

回
は
講
演
者
に
漫
画
家
の
高
橋

孟
さ
ん
を
迎
え
た
ほ
か
灰
谷
健

次
郎
さ
ん
、
大
西
雄
一
さ
ん
ほ

か
約
皿
名
が
集
っ
た
。
は
じ
め

に
高
橋
さ
ん
が
想
い
出
話
を
語

っ
た
あ
と
、
な
ご
や
か
な
歓
談

の
会
と
な
っ
た
。

☆
新
開
地
の
灯
よ
、
い
ま
再
び

か
つ
て
は
「
東
の
浅
草
、
西

の
新
開
地
」
と
ま
で
い
わ
れ
、

映
画
、
劇
場
が
立
ち
並
ぶ
モ
ダ

☆
内
的
な
行
為
を
誘
発
す
る
空

間
『
ヒ
ー
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
』

発
足
以
来
１
年
ｂ
音
に
よ
る

情
報
発
信
基
地
と
し
て
神
戸
で

活
躍
し
て
い
る
㈱
ジ
ー
ベ
ッ
ク

（
贋
田
均
社
長
）
で
は
、
自
社
ホ

ー
ル
で
あ
る
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
、
音
に
よ
る
空
間
へ
の
新

騨鍵蕊桜溌鯉講. 顕型露 気
象
条
件
な
ど
で
コ
ー
ス
変
更

や
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

■
お
問
い
合
せ
は
阪
急
航
空
・
神
戸
運

行
所
ま
で
。
衝
３
０
２
．
７
０
７
１

☆
故
足
立
巻
一
さ
ん
を
偲
ん
で

夕
暮
れ
忌
に
集
う

８
月
４
日
午
後
３
時
よ
り
、

三
宮
東
サ
ン
パ
ル
８
Ｆ
の
中
華

レ
ス
ト
ラ
ン
天
一
坊
に
て
故
足

立
巻
一
さ
ん
を
偲
ぶ
会
「
夕
暮

れ
忌
」
が
開
か
れ
た
。
同
会
は

足
立
さ
ん
の
作
品
「
夕
暮
れ
に

毎
を
植
え
て
」
に
ち
な
ん
で
井

上
靖
氏
、
司
馬
遼
太
郎
氏
に
よ

厄鞠舟

高橋孟さん、灰谷健次郎さんを囲んで

か
ら
は
、
そ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
「
新
開
地
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
加
」
が
新
開

地
劇
場
で
行
な
わ
れ
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
に
映
画
評
論
家
の

因
幡
新
平
さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
作
家
の
軒
上
泊
さ
ん
、
写
真

家
の
北
畠
健
三
さ
ん
等
を
迎

え
、
各
自
の
新
開
地
に
対
す
る

熱
い
思
い
と
、
文
化
・
芸
術
の

街
に
再
生
す
る
た
め
の
将
来
へ

の
展
開
を
検
討
し
た
。

☆
日
本
と
ボ
リ
ビ
ア
の
文
化

交
流
と
貿
易
促
進
を
願
っ
て

７
月
即
日
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
で
、
関
西
・
日

本
ボ
リ
ビ
ア
協
会
設
立
記
念
パ

ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。
ポ
リ
ピ

陽
だ
ま
り
の
詩

小
室
豊
允

ン
神
戸
の
娯
楽
の
中
心
で
あ
っ

た
新
開
地
商
店
街
。
今
で
は
す

っ
か
り
寂
れ
、
見
る
面
影
も
な

い
が
、
そ
の
再
興
を
目
指
す
動

き
が
起
っ
て
い
る
。
ま
ず
環
境

の
手
直
し
か
ら
と
、
ア
ー
ケ
ー

ド
を
取
り
払
い
、
モ
ー
ル
化
が

完
成
し
た
。
８
月
４
日
（
土
）

|一一

婁
鶴
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これからの新開地に注目

鱗
恐
怖
の
構
図

た
か
は
ら
お
さ
む

ァ
共
和
国
は
国
土
の
、
％
を
熱

帯
平
原
が
占
め
、
南
米
大
陸
の

心
臓
部
に
位
置
す
る
。
関
西
日

本
ボ
リ
ビ
ア
協
会
は
両
国
間
の

親
善
と
文
化
の
交
流
及
び
貿
易

の
促
進
を
主
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。
第
１
回
総
会
に
続
い

て
催
さ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
に
は
約

Ⅷ
名
が
集
ま
り
、
協
会
の
船
出

を
祝
っ
た
。
山
中
会
長
と
、
名

誉
会
長
の
ボ
リ
ビ
ア
大
使
夫
妻

の
乾
杯
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
ボ
リ
ビ
ア
の
紹
介
や
民
族
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
な
ど
を
採

り
入
れ
、
会
は
大
い
に
盛
り
上

っ
た
。
司
会
の
金
井
譲
治
帝
真

貿
易
社
長
の
オ
ー
バ
ー
ゼ
ス
チ

ャ
ー
な
進
行
振
り
が
楽
し
い
会

だ
っ
た
。

ボリビア大使夫妻と山中会長で乾杯

図
書

ガ
イ
ド

１
１４５
１

羅蕊

教
鞭
を
執
る
傍
ら
詩
を
書
き
続
け
る

作
者
の
第
四
詩
集
。
現
代
に
巣
喰
う
あ

ら
ゆ
る
恐
怖
の
情
景
。
幽
霊
な
ど
で
は

な
く
現
実
と
隣
り
合
せ
に
存
在
し
て
い

る
恐
怖
の
形
が
眺
舌
と
も
言
え
る
文
章

で
読
む
人
の
眼
の
前
に
突
き
付
け
ら
れ

る
。
恐
ら
く
人
々
が
恐
怖
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
で
あ
ろ
う
言
葉
と
し
て
小
道
具
を

極
力
使
わ
ず
さ
り
げ
な
く
提
示
さ
れ
る

か
ら
こ
そ
怖
い
の
で
あ
る
。

（
摩
耶
出
版
社
刊
１
０
０
０
円
） 鰯

現
在
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長

と
し
て
社
会
福
祉
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
る
著
者
が
学
生
時
代
か
ら
今
日

ま
で
随
所
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
集

め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
誌
掲
戦
の

「
空
想
の
食
事
」
を
は
じ
め
著
者
の
ほ

ぼ
訓
年
分
の
道
程
が
さ
な
が
ら
コ
マ
落

し
の
フ
ィ
ル
ム
を
観
る
が
如
く
に
再
現

さ
れ
る
。
そ
こ
に
読
者
は
福
祉
に
身
を

投
じ
た
著
者
の
想
い
を
感
じ
と
る
だ
ろ

う
。
（
企
画
タ
モ
ン
刊
２
０
０
０
円
）

織
蝿
簿

「
世
界
の
鳶
職
」
の
改
訂
版
。
５
千

ト
ン
以
上
の
ク
ル
ー
ズ
鴬
、
在
来
型

定
期
客
船
を
網
羅
し
て
紹
介
し
て
あ

る
．
総
て
の
鴬
に
つ
い
て
写
真
を
戦

せ
て
あ
る
が
、
写
真
集
と
い
う
雰
囲
気

は
な
く
、
む
し
ろ
、
各
種
デ
ー
タ
を
収

録
し
て
あ
る
の
で
、
百
科
事
典
と
い
う

趣
が
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ご

く
限
ら
れ
た
マ
ニ
ア
だ
け
が
楽
し
め
る

本
と
い
え
よ
う
。

（
船
と
港
刊
４
８
０
０
円
）
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異
な
り
、
多
人
数
で
体
験
す
る

こ
と
が
特
徴
で
、
幻
想
的
？

い
や
も
っ
と
超
越
的
で
あ
り
な

が
ら
体
の
内
側
か
ら
安
堵
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
今
ま
で
に
な

い
空
間
で
す
。

冒
開
催
期
間
９
／
調
ｌ
犯
、
畑
／
妬

１
羽
、
Ⅷ
／
羽
ｌ
あ
、

吃
／
加
ｌ
あ

回
問
い
合
わ
せ
ジ
ー
ベ
ッ
ク

宮
３
０
３
１
５
６
０
０

☆
遊
び
心
あ
ふ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
展

本
誌
で
連
載
中
の
写
真
企
画

「
神
戸
の
名
木
」
で
お
な
じ
み

の
小
林
政
夫
さ
ん
が
主
催
す
る

サ
ン
ョ
ー
フ
オ
ト
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
の
創
立
認
周
年
記
念
写
真

展
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
グ

ル
ー
プ
展
」
が
中
央
区
三
宮
町

の
画
廊
「
ひ
こ
ば
え
」
で
開
か

れ
た
。
（
８
月
７
１
担
日
）

出
展
者
は
い
ず
れ
も
サ
ン
ョ

海
水
の
油
を
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
で
防
い
だ
り
と
大
変
も
の

い
り
の
よ
う
す
だ
。
が
、
こ

ん
な
に
大
都
市
の
近
く
の
海

で
泳
げ
る
浜
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
誇
り
た
い
。

一
方
で
は
天
下
の
六
甲
山

一
六
甲
山
頂
を
歩
く
が
あ
る
。
こ
の
六
甲
山
は
年
き
た
。
今
は
自
動
車
が
走
り
一

間
の
気
温
が
札
幌
の
気
温
と
回
っ
て
い
て
危
険
で
歩
け
な
一

一
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
に
見
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
勿
論
い
。
何
ん
の
こ
と
は
な
い
自
一

一
舞
わ
れ
る
と
海
か
山
に
逃
げ
夏
も
同
じ
気
温
と
あ
っ
て
涼
動
車
銀
座
で
あ
る
。
勇
断
を
一

一
だ
し
た
く
な
る
。
そ
う
な
る
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
も
っ
て
、
車
は
一
方
通
行
に
一

一
と
神
戸
は
恵
ま
れ
た
街
だ
と
街
は
や
は
り
下
界
、
い
か
す
べ
き
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
一

一
嬉
し
く
な
る
。
海
は
須
磨
海
に
も
煩
悩
渦
巻
く
焦
熱
地
獄
の
内
側
に
歩
道
の
線
が
あ
る
一

一
岸
が
ま
だ
泳
げ
る
。
聞
く
と
と
い
う
、
夏
模
様
に
な
る
。
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
吃
驚
一

一
こ
ろ
に
よ
る
と
海
岸
の
白
砂
六
甲
山
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
仰
天
で
あ
る
。

一
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ま
た
別
天
地
、
街
か
ら
山
頂
ま
で
八
Ｙ
Ｖ
－

ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
‐
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ｎ
月
神
戸
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
お
問
合
せ
Ｋ
Ｋ
ワ
ー
ル

ド
・
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
オ

ー
シ
ャ
ン
別
事
務
局
衝
Ｏ
３
ｌ
９
８
７

ｉ
３
１
６
１
鷲
見
ま
で

☆
柴
田
音
吉
洋
服
店
及
び
柴
田
商
事
の

柴
田
高
明
社
長
が
新
会
長
に
、
柴
田
啓

嗣
副
社
長
が
新
社
長
に
就
任
さ
れ
、
８

月
妬
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
平
安

の
間
に
お
い
て
お
披
露
目
の
パ
ー
テ
ィ

を
開
催
。
啓
嗣
か
ら
音
吉
を
襲
名
さ
れ

ま
し
た
。

☆
永
沢
ま
こ
と
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
展
が

、
月
超
ｌ
狙
日
に
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
ま
す
。

☆
神
戸
山
手
友
松
学
園
理
事
長
、
専
修

学
校
神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ル
ァ

カ
デ
ミ
ー
の
白
井
康
夫
校
長
が
退
任
さ

れ
、
横
山
俊
郎
氏
が
神
戸
山
手
友
松
学

園
理
事
長
に
、
砂
原
規
子
さ
ん
が
神
戸

山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
の
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
税
関
に
永
年
勤
務
さ
れ
た
春
田

佳
章
さ
ん
が
退
職
。
民
間
企
業
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
兼
写
真
作
家
と
し
て
活
踊
さ

れ
ま
す
。
来
年
４
月
東
京
個
展
準
仙
中
。

〒
剛
神
戸
市
東
灘
区
深
江
本
町
２
１
７

１
ｍ
深
江
ロ
イ
ヤ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
－
０

２
衝
４
５
３
１
３
１
８
４

☆
９
月
哩
日
午
後
６
時
釦
分
よ
り
、
兵

庫
県
公
館
内
迎
賓
館
で
、
の
じ
き
く
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
満
義

孝
、
五
十
嵐
明
要
、
ペ
ギ
ー
葉
山
出

演
。
前
売
券
２
，
６
０
０
円
、
当
日
券

３
，
０
０
０
円
、
お
問
合
せ
／
兵
庫
県

文
化
協
会
３
２
１
１
２
１
３
１

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
後
藤
孝
さ
ん
が
、
フ

ォ
ト
・
ス
タ
ジ
オ
・
ゴ
ト
ウ
（
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｏ
５
１
０
）
を
オ
ー
プ
ン
。
〒
砿

加
西
市
中
野
町
１
４
９
４
言
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
９
４
１
９
１
０
０
３
８

斗
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
学
園
・
団
の
ジ

ュ
ニ
ァ
バ
レ
ェ
団
「
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
９
月
哩
日
（
水
）
型
日
（
金
）
に
、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
団

員
の
高
瀬
浩
幸
さ
ん
が
、
日
本
バ
レ
エ

協
会
『
優
秀
賞
」
を
受
賞
。
お
め
で
と

う
／

○
訂
正
と
お
詫
び
本
誌
８
月
号
の
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
森
真
珠
の
電
話
番
号
は

２
４
１
１
２
１
２
５
に
、
富
士
杜
仲
の

電
話
番
号
は
０
６
１
４
３
２
‐
０
７
７

０
，
４
３
６
１
１
６
０
０
に
、
名
刺
広

告
で
ア
ー
バ
ン
ラ
ィ
フ
社
長
は
庚
瀬
吉

彦
さ
ん
に
各
々
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 悪

霊
腿

１
１４６
１

■

し
い
提
案
と
も
言
え
る
イ
ベ
ン

ト
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ミ

ニ
マ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
反
復

の
音
楽
）
、
ス
ラ
イ
ド
と
ミ
ラ

ー
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
映
像
、
９

メ
ー
ト
ル
四
方
、
高
さ
５
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
白
い
布
と
芝
生
、

そ
れ
に
香
り
が
加
わ
っ
た
ヒ
ー

リ
ン
グ
（
癒
し
）
の
た
め
の
空

間
。
巷
で
噂
の
α
波
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
や
１
／
Ｆ
ゆ
ら
ぎ
等
と
は

ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
も
訓
分

と
か
か
ら
な
い
。
素
晴
ら
し

い
か
け
が
え
の
な
い
避
暑
地

で
あ
る
。

こ
の
六
甲
山
頂
は
道
が
回

廊
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

昔
は
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で

花時計
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⑤平成２年度ＫＦＳ役員決定
去る７月2 0 日( 金) ホテルゴーフルリ

Ｓ薙諦聯恥Ｆ

､溌鍵鍵議識灘識

寺

事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

1 6 周年を迎えて新役員決定､ 会長田中氏に

溌鳶蕊鍬

ＫＦＳサロンの実
現を！

田中謙司
（新会長）

このたび歴代会
長の推薦を賜り第
５代会長を引受け
ることに相成りま
した。突然のこと

1 5 周年シンポジウムのパネルディスカ
ッションで協議いただきましたファッ
ション会議所の設立並びにファッショ
ン博覧会の開催等を、行政並びに諸団
体の方々と共に歩み地道に提案しつづ
けたいと存じます。最後に当面の目標
としてＫＦＳの永年の夢であります
“ＫＦＳサロン”の実現に向かって会
員皆様の絶大なる御協力のもとに頑張
っていきたいと思っております。

シシにおいて総会が開かれました。決
定しました新役員の方を紹介します。
会長田中謙司氏
副会長高橋克彦氏大内信行氏

石原暁美さん
会計中村妙子さん村岡圭さん
書記兼古啓嗣氏佐藤良子さん
監査西１傑幹男氏張恵美さん
理事荒津正美氏加納勝氏

柿本雅司氏小泉美喜子さん
中島正義氏星野純子さん
松谷宏一氏森蓉子さん

新理事伊東みきさん木庭贋知氏
北原紀美夫氏

田中謙司氏 した。突然のこと
で抱負というより責任の重大さを痛感
いたしております。私自身歴代会長の
もとで副会長を経験し培ってきたもの
を充分にいかした会の運営を行ってい
きたいと思っております。理事の皆様
方もベテランの方が多く、皆様と共に
益々マンスリーサロンの充実、異業種
の特性を活かした分科会の設置等を計
り会員の皆様の一人でも多く出席して
頂ける様共に考えて行きたいと思いま
す。
過去1 5 年ファッション都市神戸を合

言葉に研鍍を重ねて参り、確かにファ
ッションタウン等緑があふれる素晴ら
しい街並になっておりますが、人のふ
れあう場コミュニケーションが通じ
あえ人々が自然に集まってくる場所が
少ない様に思われます。ＫＦＳも昨年

鍵鍵鍵鋳鍵識i ; ; 《鍵議
信行氏

ＫＦＳ総会、ホテルゴーフルリッツにて

コウベz ファッション･ ソオf エティ

．
遡
党
群
ぎ
ぎ
語
賢
式
⑰
詮
託
陶
魚
蛙
鴬
小
謬
徐
転
予
夢
夢

識
鱗
鍵
譲
》

大内

147

●９月マンスリーサロンのお知らせ
とき９月2 1 日（金）午後６時3 0 分
場所三宮中小企業指導センター

センタープラザ1 6 Ｆ
講師山本芳樹氏
テーマ世紀末美術と現代
会費会員無料会員以外1 0 0 0 円
今回の内容は上記のテーマでスライ
ドを交えて講演されます。尚山本芳樹
氏はホテルゴーフルリッツ1 5 階のファ
ッションライブラリーの館長をなさっ
ておられ学識豊かなお話が期待されま
す。

石原暁美さん高橋克彦氏
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隼

カ
ー
ン
ノ
．
カ
ー
ン
ノ
．

ピ
ン
を
倒
す
乾
い
た
音
が
、
交
錯
す
る
。
グ
ラ
ン
ド
六
甲
ボ
ウ

リ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
Ｉ
神
戸
市
灘
区
友
田
町
五
ノ
ニ
ノ
ー
ｌ
は
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

昨
年
八
月
、
Ａ
Ｍ
Ｆ
最
新
オ
ー
ト
ス
コ
ァ
リ
ン
グ
。
シ
ス
テ
ム

「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
を
一
○
○
レ
ー
ン
完
備

し
た
。
こ
れ
は
世
界
で
も
初
め
て
と
か
。

「
そ
う
で
す
ね
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
王
国
の
ア
メ
リ
カ
で
も
七
○
レ

ー
ン
が
限
度
で
す
。
ス
コ
ア
を
自
動
的
に
表
示
す
る
だ
け
で
は
な

く
レ
ー
ン
の
使
用
回
数
や
人
数
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
集
中
管
理
が
で
き
ま
す
か
ら
、
そ
れ
だ
け
サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届

く
の
で
〃
一
石
二
鳥
″
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」

小
泉
興
業
の
社
長
・
矢
木
司
孝
さ
ん
は
、
徹
底
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す
。

開
場
し
た
の
は
ブ
ー
ム
ま
っ
た
だ
中
の
一
九
七
二
年
（
昭
和
四

十
七
年
）
七
月
。
「
さ
わ
や
か
リ
ッ
子
さ
ん
」
の
コ
マ
・
ソ
ン
で

知
ら
れ
た
中
山
律
子
プ
ロ
も
、
今
や
中
学
生
の
母
だ
と
い
う
か

ら
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

ブ
ー
ム
が
去
る
と
、
閉
鎖
す
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
相
次
い
だ
。

苦
し
い
の
は
、
い
ず
こ
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
当
時
は
支

配
人
だ
っ
た
矢
木
さ
ん
、
現
支
配
人
の
藤
田
安
吾
さ
ん
ら
は
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
踏
ん
ば
つ
た
。
一
に

も
二
に
も
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
矢
木
さ
ん
の
〃
経
営
哲
学
″
は
、
そ

最新のオートスコアリングシステム「ＡＣＣＵＳＣＯＲＥＰＬＵＳ」を
1 0 0 レーン完備するグランド六甲ボウリングセンター。

１
１４８
１

Ｌ

るぽるた－じゆ諏戸
露鷺露H 1 爵驚豊. 燕奄爵警警鐘郵奮舜騨篭議；
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灘

踊り蹄

戦蕊

う
し
た
体
験
か
ら
身
に
つ
け
た
も
の
だ
ろ
う
。

「
兵
庫
県
下
で
も
最
盛
時
は
一
二
○
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
一
’
二
レ
ー
ン
あ
る

の
を
含
め
て
三
十
カ
所
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

の
は
一
九
で
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
増
え
ま
す
よ
。
徐
々
に
」

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
た
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
籾
」
に
よ

る
と
、
日
本
人
の
余
暇
活
動
は
、
ト
ッ
プ
の
「
外
食
」
六
、
三
五

○
万
人
、
二
位
Ｉ
観
光
旅
行
、
三
位
ｌ
ド
ラ
イ
ブ
、
四
位
Ｉ
バ
ー

・
ス
ナ
ッ
ク
・
パ
ブ
で
、
五
位
Ｉ
ビ
デ
オ
…
…
と
来
て
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
十
三
位
（
三
、
四
四
○
万
人
）
。
映
画
観
賞
や
音
楽
観
賞

を
上
回
っ
て
い
る
。

「
年
齢
層
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
ね
え
。
国
体
の
正
式
種
目
に
採

用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
う
ち
の
会
員
さ
ん
で
若
い
ほ
う
は
十

三
、
四
歳
。
そ
れ
と
、
お
年
寄
り
で
は
最
高
八
十
六
歳
で
す
。
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
だ
と
、
お
仲
間
が
い
な
い
と
出
来
ま
せ
ん
が
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
は
一
人
で
も
や
れ
ま
す
か
ら
。
私
は
、
お
年
寄
り
の
生
き

が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
場
内
は
老
若
男
女
が
、
く
つ
ろ
い
だ
中
に
も
緊
張

感
を
た
だ
よ
わ
せ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
ご
と
に
、
拍
手
が
わ
い

て
い
る
。
藤
田
支
配
人
が
走
っ
て
き
た
。
や
や
昂
奮
ぎ
み
に

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
が
出
そ
う
で
す
。
出
れ
ば
開
場
以
来
十
九
回

目
に
な
り
ま
す
」

一
人
の
男
性
の
、
最
後
の
一
投
に
衆
目
が
集
ま
る
。

ス
ト
ラ
イ
ク
ノ
．
や
っ
た
あ
。
歓
声
と
拍
手
。
だ
れ
も
が
、
わ

が
こ
と
の
よ
う
に
喜
び
合
っ
て
い
る
。
い
い
風
景
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
変
わ
っ
た
。
レ
ジ
ャ
ー
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
に
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
加
わ
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ボ
ー
ル
一
つ
に
し
て
も
、
硬
く
て
黒
い
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
一
個
と

い
う
時
代
か
ら
、
カ
ラ
ー
ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ

ー
ル
を
は
さ
ん
で
、
今
や
カ
ラ
フ
ル
な
ウ
レ
タ
ン
（
樹
脂
）
ボ
ー

ル
全
盛
で
あ
る
。
レ
ー
ン
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
に
も
、

こ
こ
で
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
社
製
の
レ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ナ
ー
で
自
動

的
に
油
を
ひ
い
て
い
る
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
不
平
等
に
な
ら
な

９
１
４
１
１

ボウリング殿堂博物館から持ち帰った資料を前に、ボウリングに対する熱い想いを語ってくれた小泉興業社長・矢木司孝さん。
｢ ビジネスとしてだけでなく、地域に根をおろした大衆スポーツとして育てあげたい」とも話す。

才
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篭

い
た
め
に
。

「
こ
の
間
も
、
ア
メ
リ
カ
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
の
見
本
市
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
新
し
い
素
材
が
開
発
さ
れ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
や
は
り
、
し
っ
か
り
見
て
お

き
ま
せ
ん
と
遅
れ
ま
す
か
ら
」

そ
の
足
で
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
殿
堂
博
物
館
を
訪
ね

初
代
館
長
の
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ー
ン
氏
、
〃
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
神
様
″
と

い
わ
れ
る
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
エ
バ
ー
氏
と
再
会
し
た
。

Ｄ
・
ウ
エ
バ
ー
は
昨
年
、
史
上
三
人
目
の
Ｐ
Ｂ
Ａ
（
米
国
プ
ロ

協
会
）
メ
ジ
ャ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
三
冠
を
達
成
し
た
息
子
の
ビ
ー

ト
・
ウ
エ
バ
ー
と
共
に
来
日
。
グ
ラ
ン
ド
六
甲
Ｂ
Ｃ
が
一
○
○
レ

ー
ン
を
一
挙
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
席

し
、
当
時
の
宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
と
も
懇
談
し
て
い
る
。

l 雰鍛蝦唖娯f 霊海

最新樋器を使って好奇心旺癖な慧者がさっそくスコアリング。

華麗な永淵法子プロのフォーム。

０
１
５
１
１

「
一
一
人
と
も
．
ハ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
一
一
十
回
以
上
記
録
し
て
い
ま
し

て
ね
。
い
わ
ば
神
様
と
天
才
。
そ
の
神
様
が
〃
ア
メ
リ
カ
へ
来
た

ら
、
ボ
ク
が
君
の
ピ
ン
ボ
ー
イ
を
す
る
よ
″
と
い
っ
て
く
れ
て
た

約
束
を
、
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
え
え
、
博
物
館
の
レ

ー
ン
で
」

ま
た
、
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ー
ン
氏
は
、
こ
の
春
、
八
十

日
間
世
界
一
周
の
最
後
に
、
神
戸
を
夫
妻
で
訪
問
。
開
港
問
も
な

い
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
五
月
、
外
国
人
居
留
地
に
出
来
た

神
戸
ク
ラ
ブ
（
現
在
は
神
戸
外
国
倶
楽
部
）
に
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

レ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
矢
木
さ
ん
、
藤
田
さ
ん
ら
の
案

内
で
、
同
ク
ラ
ブ
や
市
立
中
央
図
書
館
を
回
っ
て
い
る
。
そ
の

時
、
笹
山
幸
俊
市
長
を
訪
ね
て
、
日
米
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
の
話
を

し
た
こ
と
か
ら
出
た
の
が
「
神
戸
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
発
祥
記
念
碑
」

の
建
立
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
歴
史
を
足
ま
め
に
探
り
、
文
化
づ
く
り
を
提
唱

し
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
評
論
家
・
大
村
義
和
さ
ん
Ｉ
宝
塚
市
Ｉ
に

よ
れ
ば
、
最
初
の
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
現
在
の
東
遊
園
地
に

あ
り
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
編
集
の
冊
子
に
は
、
一
レ
ー

ン
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
か
。

「
い
ま
整
備
さ
れ
て
い
る
東
遊
園
地
の
噴
水
の
そ
ば
に
、
来
年

三
月
ご
ろ
に
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
発
祥
の
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建

: ]

蕊灘蕊識蕊議 綴驚

置

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
１５１
１

矢木さんが借りてきた貴重な図版や写真の一部（写真はネガをプリントしたもの）

ち
そ
う
で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
、
た
だ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
出
来
れ

ば
い
い
、
と
い
う
の
で
な
く
、
伝
統
の
原
点
を
探
っ
て
歴
史
を
み

ん
な
に
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
て
。
」

矢
木
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ー
ン
氏
に
頼
ん
で
、
古
代
か
ら
の

貴
重
な
図
版
や
写
真
の
ネ
ガ
四
十
一
点
を
借
り
て
来
た
。
日
本
で

は
、
お
そ
ら
く
入
手
で
き
な
い
歴
史
的
な
資
料
で
、
近
く
コ
ー
ナ

ー
展
示
し
て
公
開
す
る
と
い
う
。

永
洲
法
子
プ
ロ
が
投
げ
始
め
た
。
当
方
も
投
げ
た
い
け
れ
ど
、

右
腕
の
ケ
ン
症
炎
で
ポ
ー
ル
が
持
て
な
い
。
同
行
し
た
本
誌
編
集

部
の
新
森
安
己
良
君
が
「
や
っ
て
み
ま
す
。
」

だ
が
、
新
森
君
は
、
い
き
な
り
な
の
で
ア
プ
ロ
ー
チ
に
た
め
ら

い
、
方
向
が
定
ま
ら
な
い
。
ポ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
（
穴
の
角
度
）
が

合
わ
な
い
せ
い
か
、
親
指
の
抜
け
が
悪
く
て
ポ
ー
ル
の
回
転
数
が

少
な
い
。
第
一
投
は
５
番
、
ｎ
番
の
ス
プ
リ
ッ
ト
。
し
か
し
、
フ

ォ
ー
ム
は
、
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
る
。

対
す
る
永
測
プ
ロ
。
試
投
で
レ
ー
ン
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
読

む
と
、
三
投
で
ス
ト
ラ
イ
ク
。
体
の
軸
が
安
定
し
て
い
て
、
ス
イ

ン
グ
を
振
り
抜
く
か
ら
ポ
ー
ル
の
転
が
り
も
曲
が
り
も
ひ
と
味
違

う
。
つ
ま
り
は
、
身
に
合
っ
た
用
具
を
選
び
抜
い
て
、
練
習
さ
え

重
ね
れ
ば
、
体
力
、
気
力
（
集
中
力
）
に
合
わ
せ
て
、
何
歳
か
ら

で
も
、
何
歳
ま
で
も
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
か
ら
、
矢
木
さ
ん
は
十
数
年
来
、
青
陽
東
・
友
生
両
養
護
学

校
の
子
ど
も
を
招
待
し
続
け
た
。
い
く
つ
か
の
高
校
で
は
体
育
正

科
に
取
り
入
れ
、
ひ
ろ
が
り
が
見
え
始
め
る
と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
を
開
い
た
。
単
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
。
地
域
に
根
を
お
ろ

し
た
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
育
て
上
げ
た
い
夢
が
、
次
々
と
ア
イ

デ
ア
を
呼
び
さ
ま
す
の
だ
ろ
う
。

ブ
ー
ム
の
再
来
は
一
気
に
望
め
な
い
。
だ
が
、
草
原
に
水
が
浸

み
と
お
る
よ
う
に
、
い
ま
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
再
び
目
覚
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
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翌
日
の
夕
方
、
民
宿
へ
や
っ
て
き
た
達
男
を
一
目
見
て
、
依
子

は
た
だ
ご
と
で
な
い
も
の
を
感
じ
た
。
近
畿
の
上
空
を
台
風
が
移

動
す
る
た
め
に
、
今
晩
は
行
け
な
い
か
ら
と
、
彼
は
工
場
の
昼
休

み
中
に
、
電
話
ま
で
よ
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

照
明
を
浴
び
た
彼
の
顔
は
、
丸
一
日
で
目
が
窪
み
、
や
つ
れ
き

っ
て
い
た
。

夕
方
、
製
品
の
検
査
を
し
て
い
る
達
男
の
傍
へ
何
気
な
く
寄
っ

て
き
た
父
が
、
結
婚
の
日
取
り
が
決
ま
っ
た
ぞ
、
あ
ん
ま
り
う
ろ

う
ろ
す
ん
な
、
と
耳
元
で
つ
ぶ
や
き
、
背
中
を
一
つ
張
っ
て
い
つ

た
と
言
う
。

「
空
だ
け
見
と
っ
た
ら
、
ま
る
で
一
夜
の
嵐
が
夢
の
よ
う
に
思
え

る
わ
ね
え
」

翌
朝
早
く
、
雨
戸
を
明
け
に
き
た
お
か
み
が
、
障
子
の
中
の
二

人
に
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
独
り
言
を
言
っ
た
。
依
子
は
明

け
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
眠
っ
た
達
男
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
布
団
か
ら
出
る
と
、
服
を
着
替
え
て
廊
下
に
立
っ
た
。

お
か
み
の
言
っ
た
通
り
、
摸
と
冴
え
渡
っ
た
青
空
は
、
台
風
が

残
し
て
行
っ
た
荒
れ
た
痕
跡
を
、
素
知
ら
ぬ
ふ
う
に
眺
め
て
い

る
。
こ
の
空
に
、
依
子
は
父
の
内
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
父
は
達
男
の
外
泊
を
責
め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
追

及
も
せ
ず
、
何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
振
る
舞
う
だ
ろ
う
。
普
段
よ

り
も
な
お
穏
や
か
な
表
情
で
、
戻
っ
て
き
た
達
男
を
受
け
入
れ
る

に
違
い
な
い
。

そ
の
時
、
何
か
が
自
分
の
躯
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
く
の
を
感
じ

た
。
部
屋
に
戻
り
、
達
男
の
脱
ぎ
さ
し
た
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
、
級
だ
ら
け
の
千
円
札
を
押
し
込
む
と
、
依
子
は
身
内
を
す
う

す
う
と
吹
き
抜
け
る
風
を
感
じ
た
。
こ
れ
で
良
い
、
と
思
う
反

面
、
索
莫
と
し
た
空
虚
さ
は
拭
い
切
れ
な
か
っ
た
。

達
男
が
目
を
覚
ま
し
た
の
で
、
依
子
は
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
作

っ
て
立
ち
上
が
り
、
障
子
を
開
け
放
し
た
。
陽
光
の
前
に
さ
ら
し

出
さ
れ
た
達
男
の
目
は
、
不
健
康
に
澱
み
、
哀
れ
さ
を
募
ら
せ
る
。

お
か
み
に
朝
食
を
頼
む
と
、
し
ば
ら
く
し
て
二
人
分
の
膳
が
並

ん
だ
。
箸
に
も
手
を
つ
け
な
い
達
男
を
、
み
そ
汁
だ
け
で
も
い
い

か
ら
食
べ
て
、
と
依
子
は
そ
れ
が
自
分
の
唯
一
の
義
務
で
あ
る
か

寝
間
着
代
わ
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
胸
に
、
達
男
の
涙
が
染
み
と
お

っ
て
く
る
・
依
子
は
、
初
め
て
彼
を
愛
し
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
、

達
男
を
男
と
し
て
愛
せ
な
い
感
情
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

た
。
民
宿
の
お
か
み
が
一
一
人
を
姉
と
弟
と
勘
違
い
し
た
け
れ
ど

も
、
あ
れ
は
外
れ
て
も
い
な
か
っ
た
、
と
依
子
の
胸
を
今
更
な
が

ら
に
失
笑
が
渦
巻
く
。

達
ち
ゃ
ん
は
、
暖
か
い
家
庭
を
築
き
そ
う
ね
、
も
う
邪
魔
は
し

な
い
わ
。

依
子
は
、
達
男
を
柔
ら
か
く
包
み
こ
ん
だ
。

里
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「
そ
れ
以
上
言
わ
れ
ん
か
つ
た
し
、
普
段
の
口
調
や
っ
た
け
ど
、

お
や
じ
さ
ん
は
、
僕
の
行
動
を
す
べ
て
見
通
し
と
る
」

こ
の
民
宿
に
依
子
が
い
る
こ
と
も
、
昨
夜
自
分
が
会
い
に
き
た

こ
と
も
、
父
は
知
っ
て
い
る
の
だ
、
と
達
男
は
続
け
、
だ
ら
り
と

下
げ
た
頭
を
ひ
と
揺
り
す
る
と
、
う
う
、
と
低
い
陣
き
声
を
も
ら

す
。
依
子
の
目
の
先
に
は
、
達
男
の
丸
め
た
背
中
で
は
な
く
、
肩

甲
骨
が
浮
き
出
た
貧
弱
な
父
の
背
中
が
見
え
て
い
た
。

雨
と
風
は
一
対
の
凶
暴
な
獣
に
な
り
、
村
を
襲
い
始
め
て
い
た
。

雨
戸
を
閉
め
に
き
た
お
か
み
さ
ん
が
、
こ
の
分
じ
ゃ
帰
れ
ま
せ
ん

や
ろ
、
と
達
男
に
声
を
か
け
て
出
て
行
く
と
、
彼
は
、
初
め
て
も

っ
と
重
大
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
そ
し
て
あ

ま
り
の
動
転
の
た
め
か
、
口
を
ぽ
か
ん
と
見
開
い
て
、
畳
の
上
に

横
倒
れ
に
な
っ
た
。
そ
の
恰
好
は
、
も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
、
と

言
う
ふ
う
な
少
し
投
げ
や
り
め
い
た
も
の
も
感
じ
ら
れ
た
。

一
つ
の
部
屋
に
、
布
団
が
一
一
つ
並
ん
で
い
る
が
、
明
か
り
を
消

す
と
達
男
は
依
子
の
布
団
の
中
に
入
っ
て
き
た
。

達
男
は
依
子
の
胸
に
、
自
分
の
顔
を
じ
っ
と
押
し
付
け
て
い
る
。

戸
外
は
暴
風
雨
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
一
一
人
の
間
は
静
か
だ
っ
た
。

「
抱
い
て
い
い
の
よ
」

「
う
う
ん
、
こ
れ
し
か
え
え
。
僕
は
、
お
ふ
く
ろ
に
添
い
寝
し
て

も
る
た
こ
と
が
な
い
ね
ん
。
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
寝
る
ん
が
夢
や

っ
た
。
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
は
女
々
し
い
と
笑
う
か
も
し
れ
へ
ん
け

ど
、
僕
は
家
庭
や
家
族
と
い
う
も
の
に
、
す
ご
い
憧
れ
を
持
つ
と

ん
で
ァ
」
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の
よ
う
に
促
し
た
。
そ
し
て
自
分
も
食
欲
が
出
な
い
の
を
、
そ
う

と
悟
ら
せ
ず
に
口
を
動
か
す
。
彼
の
め
く
れ
あ
が
っ
た
唇
を
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
醜
い
と
は
も
う
思
わ
な
か
っ
た
。

「
工
場
は
何
時
か
ら
始
ま
る
の
」

お
か
み
が
膳
を
下
げ
に
来
て
い
た
。

「
出
勤
し
な
さ
い
ね
、
ま
だ
辞
め
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」

知
ら
ぬ
ま
に
、
姉
さ
ん
ぶ
っ
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以

上
、
別
れ
た
後
の
達
男
の
立
場
を
不
利
に
し
て
お
き
た
く
は
な

い
、
依
子
は
神
妙
に
な
る
。

ひ
と
り
で
旅
立
つ
決
心
も
で
き
て
い
た
。

「
こ
こ
に
お
る
や
ろ
」

一
心
に
依
子
を
見
て
言
う
達
男
に
、
依
子
は
哀
感
を
抱
く
。
し

か
し
、
顔
に
は
出
さ
ず
、
ほ
の
か
に
笑
っ
て
領
い
た
。

通
り
か
ら
、
小
学
生
だ
と
思
わ
れ
る
子
供
達
の
賑
や
か
な
声
が

入
っ
て
く
る
。
動
き
始
め
た
朝
に
、
依
子
は
気
持
ち
を
引
き
締
め

直
し
た
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
や
い
」

そ
う
達
男
に
声
を
か
け
た
時
、
階
段
を
駆
け
上
が
り
、
乱
れ
て

入
り
交
じ
っ
た
足
音
が
廊
下
を
伝
い
、
部
屋
へ
近
付
い
て
く
る
の

を
聞
い
た
。
依
子
は
は
っ
と
身
構
え
、
達
男
を
見
た
。
彼
も
息
を

の
み
、
躯
を
の
け
ぞ
ら
せ
て
い
る
。
取
り
繕
う
暇
も
与
え
ず
、
血

相
を
変
え
た
和
美
、
続
い
て
樵
惇
し
き
っ
た
母
の
顔
が
現
れ
、
遅

れ
て
父
が
目
の
前
の
廊
下
に
立
っ
た
。
父
は
、
興
奮
を
隠
せ
な
い

二
人
に
比
べ
る
と
異
質
な
ほ
ど
平
然
と
し
て
、
部
屋
の
中
を
見
回

し
て
い
た
。

「
達
男
さ
ん
、
帰
っ
て
。
外
に
タ
ク
シ
ー
を
待
た
せ
て
あ
る
の
」

和
美
が
部
屋
の
中
へ
入
る
と
、
達
男
は
腰
を
あ
げ
て
後
ず
さ
っ

た
。「

と
に
か
く
帰
り
ま
し
よ
・
こ
こ
で
は
ゆ
っ
く
り
と
話
し
も
で
き

ん
か
ら
」

冷
静
に
振
る
舞
お
う
と
し
て
い
る
が
、
依
子
も
一
緒
に
連
れ
戻

そ
う
と
す
る
母
の
差
し
迫
っ
た
気
持
ち
が
ほ
と
ば
し
る
。

最
悪
の
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
依
子
は
舌
打
ち
を
し
た

か
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
し
か
仕
方
が
な

４
１
５
１
１

く
、
声
」
の
場
を
傍
観
的
に
見
定
め
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
．

「
達
男
さ
ん
…
…
」

和
美
の
言
葉
を
遮
っ
て
、
達
男
が
声
を
張
り
上
げ
る
。

「
ぽ
、
僕
は
、
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
な
る
。
一
緒
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
工
場
も
辞
め
る
。
家
も
、
出
て
行
く
」

全
身
を
お
こ
り
の
よ
う
に
震
わ
せ
、
昨
夜
か
ら
の
心
痛
と
不
眠

で
青
ざ
め
た
顔
は
そ
そ
け
だ
ち
、
目
に
は
涙
さ
え
浮
か
べ
て
い
る
。

「
工
場
も
い
ら
ん
、
家
も
い
ら
ん
、
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
な

る
ん
で
ァ
」

喚
き
散
ら
す
達
男
の
凄
ま
じ
さ
が
、
依
子
の
脳
裏
に
幼
い
頃
の

あ
る
場
面
を
蘇
ら
せ
る
。

そ
れ
は
、
小
学
校
の
二
年
か
三
年
だ
っ
た
。

ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
か
ら
の
帰
り
に
、
依
子
は
同
い
年
ぐ
ら
い

の
男
の
子
に
、
理
由
も
な
く
鞄
を
奪
い
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

土
曜
日
の
夕
方
で
、
達
男
が
伯
母
に
連
れ
ら
れ
て
家
に
来
て
お
り
、

途
中
ま
で
迎
え
に
遣
わ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
男
の
子
は
走
り
寄
っ

て
く
る
達
男
を
見
て
、
依
子
の
鞄
か
ら
手
を
離
し
た
。
達
男
は
、

ち
ら
っ
と
泣
い
て
い
る
依
子
を
見
た
か
と
思
う
と
、
そ
の
場
か
ら

二
、
三
歩
歩
き
出
し
た
男
の
子
の
背
に
体
当
た
り
を
し
、
小
川
の

中
へ
突
き
落
と
し
た
。

振
り
返
っ
た
達
男
の
目
に
、
何
か
に
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
な
異

様
な
光
を
見
た
。
普
段
の
意
気
地
の
無
さ
を
た
っ
ぷ
り
知
っ
て
い

る
依
子
に
と
っ
て
、
思
い
が
け
な
い
出
来
事
だ
っ
た
。

そ
の
意
表
を
つ
く
光
景
が
、
今
ま
た
別
の
形
で
蘇
生
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

あ
の
後
、
男
の
子
の
親
が
伯
母
の
家
に
怒
鳴
り
込
ん
で
来
、
伯

母
は
恥
じ
を
か
か
さ
れ
た
と
怒
り
、
達
男
の
口
内
が
切
れ
る
ほ
ど

頬
を
ぶ
っ
た
の
だ
が
、
達
男
は
何
故
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
、

口
を
割
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。

自
分
の
立
場
を
放
榔
し
た
達
男
の
直
情
を
、
依
子
は
恐
い
と
思

っ
た
。

「
お
ま
え
は
ど
う
な
ん
か
え
、
依
子
。
達
男
と
結
婚
し
た
い
の
か

』
え
」「

お
ば
さ
ん
、
ひ
ど
い
わ
。
達
男
さ
ん
の
結
婚
は
も
う
決
ま
っ
て
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る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
婚
約
も
済
ん
で
る
し
、
友
達
に
も
話
し
て
、

お
祝
い
を
く
れ
た
人
だ
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
」

和
美
は
畳
へ
尻
を
落
と
し
、
わ
っ
、
と
撒
き
散
ら
す
よ
う
に
泣

き
声
を
あ
げ
た
。

「
お
や
じ
さ
ん
、
婚
約
は
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。
僕
は
小
さ
い
頃

か
ら
ず
っ
と
、
ヨ
シ
コ
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
こ

そ
れ
ま
で
他
人
事
の
よ
う
に
眺
め
て
い
た
父
が
、
和
美
へ
向
か

っ
て
、

「
悪
い
け
ど
、
や
り
直
し
や
な
」

と
、
顔
色
も
変
え
ず
に
淡
々
と
言
っ
た
。

和
美
は
耳
を
疑
っ
て
、
父
を
見
た
。

「
や
り
直
し
っ
て
？
」

父
の
発
言
は
、
横
面
を
は
ら
れ
る
よ
り
も
強
烈
に
、
依
子
に
衝

撃
を
与
え
た
。
す
べ
て
は
父
の
掌
中
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

ぞ
ぞ
っ
と
背
筋
を
冷
た
い
感
触
が
走
る
。

「
ご
覧
の
通
り
、
達
男
が
依
子
と
一
緒
に
な
る
言
う
と
る
で
ァ
」

「
厭
で
す
。
絶
対
に
厭
で
す
」

結
納
も
交
わ
し
た
の
に
、
と
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
父
の
足
元

に
す
が
る
和
美
に
、
父
は
酷
い
ほ
ど
素
っ
気
な
く
あ
し
ら
う
。
よ

く
見
る
と
、
父
は
達
男
し
か
目
の
中
に
捕
ら
え
て
い
な
い
の
だ
っ

た
。目

に
異
様
な
光
を
溜
め
た
達
男
に
見
詰
め
ら
れ
た
瞬
間
、
依
子

は
、
や
め
て
、
と
叫
ん
で
い
た
。

「
私
に
は
東
京
の
生
活
が
あ
る
の
よ
・
既
に
一
緒
に
暮
ら
し
て
る

男
だ
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」

言
い
切
っ
た
言
葉
の
正
面
に
、
父
が
い
た
。

め
ま
い
が
起
こ
り
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
必
死
で
こ
ら
え
、

茶
番
劇
も
お
し
ま
い
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
、
と
ふ
ざ
け
て
笑
う
。

達
男
は
急
に
覇
気
を
な
く
し
、
依
子
を
虚
ろ
に
眺
め
た
。
和
美

も
泣
く
の
を
止
め
て
い
た
。

依
子
は
部
屋
の
隅
か
ら
旅
行
か
ば
ん
を
取
り
上
げ
る
と
、
廊
下

に
出
た
。
慌
て
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

嘘
だ
ァ
、
と
達
男
の
悲
痛
な
叫
び
が
聞
こ
え
て
い
た
。

い
ら
い
ら
と
、
不
興
を
も
ろ
に
顔
に
表
し
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転

６
１
５
１
１

手
へ
、
お
待
た
せ
、
と
声
を
か
け
た
。
座
席
に
つ
こ
う
と
し
た
時
、

民
宿
か
ら
息
を
き
ら
し
て
飛
び
出
し
て
来
た
の
は
、
母
だ
け
だ
っ

た
。タ

ク
シ
ー
の
扉
を
手
で
支
え
、

「
こ
れ
も
で
ァ
」

依
子
に
掌
よ
り
一
回
り
大
き
い
ぐ
ら
い
の
紙
包
み
を
手
渡
し

た
。目

に
い
っ
ぱ
い
涙
を
浮
か
べ
、
お
ま
え
の
部
屋
を
壊
し
た
り
な

ど
さ
せ
ん
か
ら
、
と
笑
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
動
い
た
。

紙
包
み
の
中
に
は
、
母
名
義
の
貯
金
通
帳
と
印
鑑
が
入
っ
て
い

た
。
振
り
返
っ
た
が
、
母
の
姿
は
も
う
見
え
な
か
っ
た
。

晩
夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
く
、
依
子
は
目
頭
を
指
で
も
ん
だ
。

「
お
客
さ
ん
、
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
く
ん
で
す
か
」

運
転
手
が
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
問
い
か
け
る
。

「
私
鉄
の
駅
へ
や
っ
て
く
ざ
い
」

「
駅
っ
て
、
何
駅
で
す
」

「
東
京
に
近
い
と
こ
ろ
へ
」

運
転
手
は
も
う
問
い
返
さ
ず
、
黙
っ
て
車
を
走
ら
せ
続
け
る
。

八
完
Ｖ
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愛暁者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方には「月刊神戸っ子. ; を１年
分お届けします。また、神戸弓子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース. 】を毎月掲載．会員の動きな
ど徴々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント〔コンサート、美術展、波
劇ぱど）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費〔入会金を含む）は１万臆です．
神戸を愛する人たちのカルチャーークラブ『神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフ署お楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお砿めのうえ、継院会
貝として年会質をお納めください。
口入会申込・お問合せは－
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ
ＴＥＬ・0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
ＦＡＸ，0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

☆K o b e c c o c l u b 会員情報
スタア一新神戸オリエンタル劇場開場2 周年記念公演

鰯騨蕊
原田大二郎ミレーの絵画が . 〃峰さを理

歌手・時代劇のスタア、ギョーカイ関係者、はてはこツトラーー、ターザン、
シロクマなどといったえたいの知れぬ登場人物が多数出てきてドタバタ芝居を
演じます。地元の筒井康隆さんが作・演出・出演の１人３役をこなし、ミレー
の「驚烏番の少女」を舞台セットに使うなど必見の作品です。

※会員の方は1 0 ％ＯＦＦのご優待になります６

松竹名作劇場・秋の全国公演
､ 花いぐさ" 1 0 ％ＯＦＦご優待. ／
向田邦子の代表傑作「阿修羅のごと
く_ I がいよいよ舞台化されます。おかし
くてたまらない四姉妹の物語です。会員
の皆様にＳ席￥4 1 2 0 , Ａ席￥3 0 9 0 、Ｂ席
￥2 0 6 0 を各1 0 ％引にてご優待します。
平成２年1 0 月６日( 土) 午後１時・６時
於文化ホール大ホール

j蕊議
有馬稲子波乃久里子

石阪春生展・ご招待ノ
８月１日( 水) ～９月2 9 日( 土）
午前1 0 時～午後６時( 第４水。体）

蕊鍵
北野町のおしゃれな異人館で、

女性の神秘を描いた調阪春生展が
開催されています。会員の皆様に
無料招待券をプレゼント中です。
於神戸北野W h i t e H o u s e

園上記チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸つ子・神戸つ子倶楽部まで
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西

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

新
神
戸
オ
Ⅱ
土
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

雅
叙
園
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
全
但

六
田
Ｉ
山
ホ
テ
ル

六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
大
阪
）

ホ
テ
ル
水
上

パ
レ
ス
神
戸

青
木
重
雄

朝
比
奈
隆

荒
川
克
郎

石
阪
春
生

石
田
石
野
信
一

榛
木
茂
男

乾
豊
彦

上
島
達
司

牛
尾
吉
朗

小
田
倶
義

鬼
塚
喜
八
郎

小
野
一
夫

貝
原
俊
民

貝
原
六
一

柏
井
健
一

金
井
元
彦

嘉
納
毅
六

川
上
勉

上
林
英
一

木
口
衛

小
泉
徳
一

勝

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

月
刊
「
神
戸

っ
子
」
は
思

い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
・
・
．

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
々
中

●

国雷画雀
部
昌
吾

雀
部
虎
四
郎

佐
藤
廉

笹
山
幸
俊

塩
路
義
孝

司
馬
遼
太
郎

下
村
光
治

新
谷
英
夫

砂
田
重
民

高
橋
孟

滝
川
勝
二

滝
川
清
一

田
崎
俊
作

田
辺
聖
子

竹
馬
準
之
助

陳
舜
臣

津
高
和
一

筒
井
康
隆

外
島
健
吉

永
田
良
一
郎

中
内
切

中
内
力

■

花
ホ
テ
ル

第
一
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｇ

シ
ネ
マ
ガ
イ
ド

兵
庫
県
民
会
館

神
戸
海
洋
博
物
館

神
戸
市
中
央
市
民
病
院

そ
ご
う
神
戸
店
美
術
画
廊

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ペ

フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女

ア
ト
リ
エ
よ
し
こ

柊れ
ん
が
亭

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

キ
ャ
ノ
ン

に
し
む
ら
瑚
排
各
店

ハ
イ
ジ
芦
屋
店

ク
ラ
ブ
小
万

瑚
排
倶
楽
部

東
京
宝
塚
劇
場
宝
塚
セ
ン
タ
ー

ル
ミ
ナ
ス
神
戸

兜
子
館

☆
定
期
講
坑
の
お
申
し
込
み
は

１
年
分
４
５
０
０
円

郵
便
振
替
口
座
神
戸
６
１
４
５
１
９
６

長
津
昭

長
島
隆

灘
本
唯
人

成
瀬
香
梅

難
波
還

南
部
圭
三

西
村
功

畑
崎
庚
敏

坂
野
通
夫

福
冨
芳
美

松
井
一
郎

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
襲
二

村
上
正
二
郎

元
永
定
正

百
崎
辰
雄

森
本
泰
好

山
田
恭
一

行
吉
哉
女

淀
川
長
治

神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
百
店
会

春
が
結
実
。
男
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
夢

と
ロ
マ
ン
を
持
っ
て
い
た
い
。
八
天
有
Ｖ

★
芥
川
賞
受
賞
の
辻
原
氏
は
、
気
取
り
の

な
い
お
話
し
上
手
の
方
。
も
っ
と
も
っ
と

お
話
し
を
伺
い
た
か
っ
た
で
す
八
塚
原
Ｖ

☆
い
つ
か
み
た
、
夢
ま
ぼ
ろ
し
と
、
あ
き

ら
め
て
、
四
捨
五
入
し
て
、
三
十
路
の
わ

た
し
。
Ａ
牧
Ｖ

★
山
下
洋
輔
、
タ
モ
リ
、
ジ
ャ
ズ
、
Ｓ
Ｆ

・
・
・
…
と
き
た
ら
筒
井
先
生
。
「
ス
タ
ア
」

が
楽
し
み
だ
。
八
安
部
Ｖ

☆
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
は
ケ
ー
キ
が
お
好
き

と
い
っ
て
も
、
私
は
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
営

業
が
お
好
き
…
…
。
八
松
森
Ｖ

錯
吟
湖
嘩
岬
耐
》
竜
蝶
池
輪
詞
群
帝
峰
渥

ケ
ー
キ
、
で
も
営
業
は
甘
く
な
い
八
浦
Ｖ

☆
「
神
戸
の
集
い
」
を
担
当
し
て
、
こ
の

世
に
は
い
ろ
ん
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
る
も

の
だ
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
Ａ
日
野
Ｖ

輯
蕊
螺
蝿
灘

年
会
議
所
そ
れ
で
す
で
に
勝
利
：
．
。
…
…
け
っ
。
八
金
漂
Ｖ

百
店
〈
季
☆
商
大
隊
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
賭
け
た
青

１
１５８
１

神
戸
っ
子
Ｎ
Ｏ
ｏ
３
５
３

★
発
行
／
１
９
９
０
年
９
月
１
日

☆
編
楽
人
／
小
泉
美
喜
子

☆
発
行
人
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
／
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
行
中
央
区
東
町
１
１
３
の
１

大
神
ピ
ル
９
階
〒
６
５
０

麓
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
ｏ
０
７
８
（
３
３
１
）
２
７
９
５

頒
価
３
０
０
円
送
料
７
１
円

●
編
集
後
記

★
新
開
地
に
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
柵
想
が
打

ち
出
さ
れ
た
。
モ
ー
ル
も
完
成
し
明
る
く

な
っ
た
街
は
、
神
戸
の
原
点
〃
兵
庫
″
が

今
に
見
と
れ
／
と
夢
を
託
し
て
燃
え
て

い
る
。
新
開
地
映
画
博
物
館
や
や
川
西
英

版
画
館
な
ど
、
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
伝
統
も

ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
過
日
、
日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
の
懇
親
会

を
神
戸
で
開
く
。
席
上
、
ダ
ウ
ン
誌
が
も

つ
共
通
の
問
題
点
が
幾
つ
か
指
摘
さ
れ
た

が
、
〃
老
舗
″
と
し
て
の
小
誌
の
責
任
の

重
さ
を
術
感
す
る
。
八
佐
井
Ｖ

☆
グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
・
沖
純
。
リ
ゾ
ー

ト
地
と
い
う
よ
り
“
年
前
の
こ
と
を
考
え

て
し
ま
う
古
び
た
私
で
す
。
八
新
森
Ｖ

☆
い
つ
も
後
記
だ
け
は
、
一
番
早
く
提
出

す
る
私
が
ラ
ス
ト
。
だ
っ
て
今
回
の
特
集

は
プ
ラ
イ
ダ
ル
、
華
が
ニ
プ
ル
ハ
西
村
Ｖ

★
入
院
し
て
た
神
大
附
属
病
院
。
当
時
の

フ
タ
ギ
は
今
の
ダ
イ
エ
ー
。
よ
く
新
開
地

に
お
世
話
に
な
っ
た
者
で
す
。
人
松
尾
Ｖ

★
神
戸
市
東
灘
区
せ
き
し
書
店

大
文
堂
神
戸
大
単
生
協

ウ
オ
ザ
キ
書
店
せ
か
い
書
房

小
原
光
文
堂
山
根
商
店

本
山
宝
盛
館
★
神
戸
市
中
央
区

北
村
書
店
宝
文
館

キ
テ
ィ
海
文
堂

御
影
宝
盛
館
丸
善

甲
南
堂
日
東
館
書
林

プ
ッ
ク
ス
ホ
ー
リ
ン
リ
い
ぶ
る
元
町

甲
南
ブ
ッ
ク
ス
ホ
ン
ジ
ョ
ー

御
影
プ
ッ
ク
ス
サ
ン
エ
ー
書
店

甲
南
大
学
生
壊
漢
ロ
堂
書
店
三
宮
店

グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

☆
神
戸
市
灘
区
流
泉
書
房

雄
倉
書
店
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス

南
天
荘
書
店
ラ
ン
書
房

プ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
カ
ス
ガ
ノ
書
店

ユ
ー
カ
リ
南
天
荘
プ
ッ
ク
ス
フ
ジ
ャ

プ
ッ
ク
ス
の
じ
ぎ
く
白
樺
書
店

プ
ッ
ク
ス
六
甲
Ａ
Ｚ

サ
ン
プ
ッ
ク
ス
朝
日
屋
ボ
ー
ア
イ
店

、
神
戸
っ
子
は
左
記
の
寄
店
で

三
宮
プ
ッ
ク
ス
☆
大
阪
市

芸
亭
紀
伊
国
屋
書
店
梅
田

☆
神
戸
市
兵
庫
区
★
西
宮
市

神
文
館
メ
ト
ロ
店
千
種
書
房

隆
司
書
房
み
ど
り
や
書
店

漢
ロ
堂
書
店
夙
川
書
店

か
も
め
書
房
ア
イ
ビ
ー
書
房

合
城
屋
書
店
華
文
堂

前
川
書
店
大
盛
堂
書
店

☆
神
戸
市
長
田
区
シ
オ
サ
ィ

日
東
館
長
田
店
カ
イ
ザ
ー

秋
田
百
文
館
★
宝
塚
市

高
田
屋
書
店
川
瀬
書
店

☆
神
戸
市
須
磨
区
宝
塚
書
店

神
戸
書
林
キ
リ
ン
堂
書
店

す
ま
書
房
☆
芦
屋
市

源
氏
書
房
須
磨
寺
店
芦
屋
宝
盛
館

博
文
堂
書
店
大
利
昭
文
堂

流
泉
書
房
☆
明
石
市

☆
神
戸
市
垂
水
区
プ
ッ
ク
ス
マ
ッ
モ
卜

広
文
館
木
村
書
店

漢
口
堂
明
舞
店
森
田
書
店

日
東
館
垂
水
店
☆
加
古
川
市

☆
神
戸
市
北
区
プ
ッ
ク
ス
ア
ル
フ
丁

漢
口
堂
西
鈴
間
台
店
詳
文
館

☆
神
戸
市
西
区
☆
姫
路
市

ジ
ュ
ン
ク
堂
学
園
都
三
耕
堂

市
店
誠
心
堂
書
店
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ア
崖

／ 、

圭司
当創

〕
町

誤
ロ
つ
し
」
圭
大
１
）
ノ
、

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
も
は
え
る

回
と
鼻
の
バ
ラ
ン
ス

美
と
医
学
の
融
合

ノ

美
容
外
科
で
、
二
重
手
術
の
次
に
相
談
の
多
い
の
が
鼻

だ
そ
う
で
す
。
「
目
鼻
立
ち
の
良
い
美
人
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
鼻
も
美
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｓ

美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
水
谷
次
郎
先
生
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
ー

に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
皇
の
手
術
と
は
Ｉ
？

Ａ
一
一
一
一
一
巨
に
皇
の
手
術
と
言
っ
て
も
、
皇
は
む
や
み
に
高
く
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
整
え
る
も
の
で
す
。
む
や
み
に
高
く
し
て

は
却
っ
て
バ
ラ
ン
ス
的
に
お
か
し
く
な
り
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
が
あ
り
、
そ
の
人
に
最
も
合
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当

院
で
は
顔
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
バ
ラ
ン
ス
と
言
い
ま
す
と
？

Ａ
二
重
の
時
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
目
は
美
し
さ
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
私
達
は
、
鼻
も
重
要
な
も
の
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
目
と
鼻
は
セ
ッ
ト
的
意
味
合
い
を
持
つ
わ
け
で
、

一
方
が
ず
れ
て
い
て
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
感
じ
る
わ
け
で
す
。

例
え
ば
皇
の
根
元
を
少
し
高
く
す
る
だ
け
で
、
目
は
大
き
く
す

っ
き
り
と
見
え
ま
す
よ
。
ま
た
、
鼻
す
じ
が
通
り
ノ
ー
ズ
シ
ャ

ド
ー
の
効
果
が
出
る
と
、
目
が
よ
り
美
し
く
見
え
ま
す
。

Ｑ
そ
う
で
す
ね
。
で
も
手
術
の
こ
と
や
、
そ
れ
に
痛
み
の
こ

と
が
大
変
気
に
な
り
ま
す
ね
？

Ａ
手
術
は
計
１
〜
畑
時
間
で
す
。
又
、
痛
み
は
静
脈
麻
酔
を

併
用
し
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
し
、
術
後
も
軽
度

の
も
の
で
す
。
一
週
間
後
に
は
腫
れ
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
傷
跡
な
ど
が
気
掛
り
で
す
が
？

Ａ
傷
が
残
っ
た
り
、
外
見
上
分
か

っ
た
り
し
た
ら
、
手
術
す
る
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
よ
。
目
に
関
し
て
は
前

回
も
述
べ
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
傷
は

残
り
ま
せ
ん
。
鼻
に
関
し
て
も
、
鼻

の
穴
の
中
か
ら
の
手
術
に
な
り
ま
す

の
で
、
当
然
傷
は
見
え
ま
せ
ん
。
尚

当
院
で
は
Ｅ
Ｎ
Ｂ
（
Ｅ
Ｙ
Ｅ
‐
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）
の
観
点

か
ら
セ
ッ
ト
技
術
料
を
設
け
、
別
々

の
場
合
弱
〜
弱
万
円
の
と
こ
ろ
、
妬

〜
弱
万
円
で
行
い
ま
す
。

、Ｌ

〈問い合わせは･ ･ ･ ･ ･ ･ ＞
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神 ま戸のうまいもんとドリンキングキ
☆日本料理
設岐名代うどんあこや亭

布引店竃2 3 2 . 2 4 0 0三宮店宜3 3 2 - 3 0 0 3住吉店画4 5 3 - 3 7 3 7
兵庫駅前店五5 7 5 - 5 3 0 6 ボー ｱ ｲ 店酋3 0 3 - 1 1 8 8
ポーアイプラザ店君3 0 3 - 3 2 3 2

北 海近郷土料理蝦夷
中央区中山手通１－４－１３毒3 3 1 - 7 7 7 0
束門筋東円会館ピル１階

和 食くれない
三富生田祈道浜側中央ＫＣＢビル２Ｆｓ３３１－０４９４

た こ焼たちばな
三宮センター街( 旧柳筋）西３３１－０５７２

農 譲鰹警五事
元町３丁目山側丘3 9 1 - 3 1 5 6

炭 焼やきとり卜リドリ
中央区北長挟通２－５－１冠3 9 1 - 3 0 2 8
ﾀ ｲ ｼ ﾝ ｻ ﾝ ｾ ソトビル２Ｆ

ど じょう吾作
中央区元町述２－７－２０冠3 2 1 - 0 5 3 9

鍋 ｡ L ･ ぷしやぶ三十三間堂
神戸ワシントンホテル２Ｆａ3 3 1 - 6 1 1 1

割 烹銀坐
神戸ワシントンホテル２Ｆ己3 3 1 - 6 1 1 1

手 打そば処つる庵
市役所花時計北・ハニーピルＢｌ缶3 3 1 - 0 2 6 0

季 節茶届一輪一房
中央区三宮町１－８－１盆3 3 1 - 2 2 8 O
さんプラザＢｌＦ

天 ぷら天ふじ
中央区下山手通２－１１－肌念3 9 2 - 3 6 3 0
大企ビルＩＦ

諦号 E ‘ k ，喜兵衛
中央区山本通２－１－１念2 4 2 - 5 4 1 1
コーナーハウス２階

爵 土す料息千石船
さんちか店か3 9 1 - 4 8 7 5 千石緒･ 山手店念3 9 2 - 3 8 5 4

髄 石料理楽珍
阪急西口店/阪急三宮西口北レインポープラザ3～4 F念3 2 1 - 5 2 0 0㈹
呼会恥/ 神戸三宮生田筋西村ピﾙ 3 ~ 4 F 冠3 3 2 - 1 7 1 7

u 本科理しげ松
中央区加納町４－９－１１壷3 3 2 - 2 2 8 5

う どん ･ 和菓子ちから餅
１－－アロード店垂3 3 1 . 3 2 5 0
垂水店含7 0 7 Ｊ4 4 6 6

, 1 心料理け←‘ん
中央剛1 1納町4 - 7 - 2 ‘１壷3 9 1 - 0 2 6 6

日 本料理芯畠家
中央区下山手通２－１７－１０詮３３１－２５７５
ライオンピル言洪館1 Ｆ冠3 ３２－１４３７

Ⅲ 本科聡海舟
中央区中山手通１－７－８格子崖ビル１Ｆ金3 3 1 - 2 9 2 4
生 そば．寺し丸万

中央区中山手通l - 2 7 - l l a 2 3 1 - 7 2 9 1
盆2 2 1 - 8 3 7 9

料亭 ･ ラゥンジ北野異人坂
中央区北野町2 - 9 - 2 2 ( 三本松不動北）画2 2 2 - 2 0 0 1

磯料理･ 牙し花群くはなむら〉
中央区中山手通1 - 7 - 6 リ･ フチライトピル１Ｆ詮3 9 1 - 7 8 8 1

日 本料理か じき
中央函1 1 1 1 手通４－２－２壷3 3 2 - 6 0 2 9

猟 ’胤胡蝶
神戸市中央区L l I l l l手通1 - 4 - 6コーベピルＢＦ五3 9 2 - 3 2 2 6

日 本料理三宮川度
中央区北長狭通３－１２

オレゴンビル2 Ｆａ3 3 2 - 4 5 4 5

テ ーブル割烹美食倶楽部
中央区北野町1 丁目ｵ ｰ パ３F 壷2 6 2 - 2 8 0 0

☆各国料理
ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリル青山
中央区下山手通２－１４－５【ﾄ ｱ ﾛ ｰ ド) 竃3 9 1 - 4 8 5 8

蝿Ｉ雛& 3 ｺ 鍋毒賊曾鮒
ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾗ ｳ ﾝ 彦果林

神戸プラザホテル２Ｆ< 元町駅市）垂3 3 1 - 4 5 5 8

す ていき ﾊ ｳ ｽ 長崎
神戸市中央区布引町２－３－１６五２２１－１０８６

西欧料理ハーバーキング
中山手通１－１５－７束門エースタウンピル１Ｆ

ﾒ ｷ ｼ ｺ 料理ティファ画竺2 9 ｆのお店中央区中山手通】－２１－１３画２４２－００４３
パールコーポラスビル１Ｆ

フランス料理ビストロドウリヨン
中央区山本通２－１３－６宮2 2 1 - 2 7 2 7

レ ストラン三光
中央区北長狭通２－８－６壷3 3 1 - 0 2 2 6

画３２１０５８６１

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
中央区下山手通２－５－５垂3 3 1 - 7 1 6 8

ＢＡＲＢＥＣＵＥ一二 段＆ＳＴＥＡＫノＬ
中央区元町通３－８－イ含鋤１－２１０８

局著含唾今レストランフック
うう , ｽ 風中欧狸夢香亭

中央区栄町通２－９－１１画3 2 1 - 3 4 5 3
321-3207O332-4129

韓 国料理百済
中央区下山手通3 - 1 - 9 垂3 9 2 - 5 4 5 8

コスモピル１Ｆ

ドｲ ﾂ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ハイデルベルグ
中央区山本通２－８－１５念2 2 2 - 1 4 2 4
ローズガーデン2 Ｆ

: ｶ ﾝ 気寵ローテ・ローゼ
中央区北野町４－９－１４冠2 2 2 - 3 2 0 0

偉 国宮中料理風イ山
中央区北長狭通1 - 6 - 1 0 ニューキャスルピル６Ｆ金3 9 1 - 2 1 4 7

レ ストランやまと
中央区生田町１－４－２０壷2 4 2 - 2 0 2 0 ㈹

ｽ ﾘ W 身威鯵ぶはら
買寓町２－３－９タキピル２Ｆ五３３１－１７３４

伸戸ﾋ ｰ ﾌ I f 鯛錠店和黒くわっこぐ＞
三田肉i唖顕細合中央区中山手通1 - 2 4 - 1画2 2 2 - 0 6 7 8
桁定店ピルサイドテラス１Ｆ

台_ 三k i < 座学ガスライト
神戸ワンントンホテル９Ｆ壷3 3 1 - 6 1 1 1

ｽ えぉ鵡工ル･ パンチョキタノ
中央区北野町3 - 2 - 4 垂2 4 1 - 1 3 4 4
アニルド･ マンション１Ｆ

中 国料理葛毒殿
中央区中山手通2 - 2 0 - 4 盆2 3 1 - 4 5 3 1

北 ｲ ﾀ ﾘ ｱ 料理べルゲン
中央区山本通２－３－２金2 4 1 - 6 9 5 2

; 錦i :綿Ｒﾆ ｭ ｰ ﾐ ｭ ﾝ ﾍ ﾝ 神戸大使館
三富生田ロード冠3 9 1 - 3 6 5 6

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ 伊藤
中央区御幸通７－１－２０大信ピル８Ｆ君2 3 2 - 3 0 3 1

蕊う貢蕊G O O N Y K l T A N O (緯）
中央区北野町2 - 1 7 - 1 8 ’ルズギヤラリー壷2 4 2 - 2 5 6 2

両 うす豊神戸館
中央lKFl I l F皿2- 1 - 1 3盆32 1 - 2 9 5 5

第' 3 ｼ ﾔ ﾙ ﾏ ﾝ ピﾙ 2 Ｆ< 東急ﾊ ﾝ ス市）
広東料理神戸元町月ﾘ 舘牡丹園

元町通1 丁目協和銀行北側小路西入る
壷3 3 1 - 5 7 9 0 . 6 6 1 ｌ

かに専門店ＳｅａｆＯｏｄＣｒａｂ
ｼ － ﾌ －ドクラブ
北野町1 丁目オーバＢ３Ｆ冠2 6 2 - 2 2 5 3

# うち, 飾斗鬼コパカバーナ
中央区中山手通2 - 1 - 1 3

宮39 1 - 0 8 8 8 .念33 2 - 6 6 9 4

ステーキステーキハウス･ コウベ
中央区北長挟通1 - 2 - 3二弧芽司ピル3Ｆ丑3 3 2 - 6 6 8 5

ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 料理ハンター坂倶楽部Ｅ
中央区山水通2 - 4 - 2 4 リランズケート2Ｆ宮2 4 2 - 7 2 9 4

偽 焼§ ｽ 掌 _ 尋もん
中央区北長扶通2 - 1 2 - 1 3生、筋念3 3 1 - 0 3 7 2

広蝋糾蝿催ＴＥＩＴＥ（テイテ）
トァロードハtイむ3 3 3 - 6 8 8 8 1 卸r I i 念3 2 1 - 3 3 3 2

☆ 喫茶
伽堺館たちばな

中央区元町通3 - 9 - 2 念3 9 1 - 1 0 5 】

ｻ ロンドティカレッ卜
元町一番断⑥３２１－１７３９

カ フェドラセ－ル
所間会館１Ｆ垂２２１－８１弱

ケーギ＆喫茶アンテノ一ノレ
北野本店／中央区中山手通l - 2 2 - l 3 s 2 4 2 - 3 7 9 7
神戸店/ 中央区北長狭通l 毒１０= 6 冠3 3 1 - 8 6 4 0

Ｌ ＥＣＡＦＥガし
中央区山本通２－３－１４缶2 4 2 - 7 1 4 4

宮水のｺ ｰ ﾋ ｰ にしむら劫１１排店
中山手店・中央区中山手通１－２６－３

念2 2 1 - 1 8 7 2 . 2 3 1 - 9 5 2 4
皇宮店・国鉄三富駅山側竃２４１－２７７７

センター間店．中央区三富町１０－２７通3 9 1 - 0 6 6 9
北肝店・山本通２－１－２０冠2 4 2 - 2 4 6 7
（会員制）３Ｆ事務所念2 4 2 - 1 8 8 O

阪急・三富東口山１，１盆3 3 2 - 5 7 2 7

伽 排モ－ツアルト
中央区山本通２－６－１１か2 4 1 - 3 9 6 1
グランドﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 1 Ｆ

加 畔ん
中央区三富町２－９－５（トアロード）冠3 9 1 - 1 5 8 9

喫 茶館英国屋
神戸国際会館浜側五２５１－４５６２

喫 祭館葡萄屋
三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 樹3 丁目五3 9 1 - 9 0 0 6

喫 茶館仏繭西屋
三宮･ ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾛ ｰ ド( 神戸市役所前I s 2 3 2 - 4 6 4 3

デ ザート蜘茶ぶどうの木
三宮・フラワーロート( 神戸市役所前）竃2 5 1 - 3 2 3 1

ウイーン菓子モーツアノレト三宮
中央区磯上通8 - 1 - 2 9 垂2 5 1 - 3 6 1 6

カサペラピル1 Ｆ

ウィーン菓子モーツァルト元町
中央区二宮町3 - 1 - 3 冠3 3 2 - 0 8 8 6

神戸大丸山向い

茶 扉ナイノレ
中央区下山手迩６－２－７か3 4 1 - 7 3 7 6

ｺ ｰ ﾋ ｰ ﾗ ｳ : , ジカフェ・ド・パリ
神戸ワシントンホテル２Ｆ台3 3 1 - 6 1 1 1

蹄TIlIR;ＩＷＰファミリア北野坂ハウス
中央区北野町２－８竃2 2 2 - 3 5 3 5

純 喫茶元町サントス
中央区元町通2 - 3 - 1 2 ( 元町通】郡祇側）電３３１－１０７９

ｺ ｰ ﾋ ｰ ﾗ ｳ ﾝ ｼ Ｃｉｔｙ‐ｏｆＣｉｔｙ
中央区三富町３－９－１盆３３１－１１１７

ﾃ ｨ ｰ & ｽ ﾅ , グエポック
中央区元町通３－８－８( 浜側）丘3 3 1 - 3 6 9 4

炭 火熔煎伽畔伽排倶楽部
神戸市中央区北長扶通１－１０－６( 生田筋)

ムーンﾗ ｲ ﾄ ピル１Ｆ宮3 3 2 - 2 0 1 6

炭 火培煎靭誹コンロン・カフェ
神戸市中央区雲井通4 - 2 - 2 神戸いす､ f リクルートピルＢ１

冠２６１－１７７１

s 風, o n ＆ｃａｆｅＢＬｌ－ｌＥＭＯＵＮ~ ｢ＡＩＮ
神戸市樋区八幡町４－６－１６

（阪急六甲駅下車南口西南約3 分)

弓に : ﾘ 濯与Ｚベニマン
神戸市中央匡北長狭通４－３－２４壷3 3 1 - 8 5 8 4

弓 丙旨弓ＣＡＲＡＴ
キヤラツト

阪急三富駅東口山側白面ビﾙ 3 Ｆ五詔1 - 5 1 4 1

炭火焔煎伽幹カフエ・ド・パーク
神戸市中央区山本通２－１４－２６
ｸ ﾗ ﾀ 1 1号館２F画2 3 1 - 3 6 7】

ソ ブイア
C O F F E L O U N G E 国際ピル店中央区帳辺通2 - 1 - 3 0 、

国原ピル１Ｆ竃2 5 1 - 2 4 7 2
C O F F E L O U N G E 梅雨ピル店中央区江戸町ｌＯ４

海南ピﾙ 1 F 倉3 9 2 - 5 4 8 3
手作りケーキの店元町店中央区元町通１－１４－１３

画釣2 - 0 8 8 7

☆ＣＬＵＢ
。！．ｂ飛鳥

中央区中山手通１－２－６壷3 3 1 - 7 6 2 7

。 ’。ｂ、 ' ｣ 、万
中央区東門筋中勘ピル３F ロ3 9 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

． ｌｐｂなぎさ
中央区北長峡通2 - 1 1 - 2 造3 3 ｌ－８６２６

クラプるふ、らん
中央区中山手通１－３－１通3 3 1 - 2 8 5 4

6 ＩＡｏＲＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
三宮･生lH筋Ｃｌｕｂ冠331 - 0 1 5 7／Ba r画33 1 - 9 5 5 4

． ｌｐｂ．トブ・キ
中央区三富本通り金3 3 1 - 1 8 7 5

ｃ ＬｕＢＮＥＮＥ
中央区北長扶通１－５－９画3 3 1 - 4 1 4 3 ・弱２５

･ ＬＵＢ’１羅
中央区中山手涌1- 5語６あざみピル１Ｆ垂3 3 2 - 0 0 2 2
Ｃ ＬＵＢあざみ
中央区中山手通l-5-6あざみピル２Ｆ古332-0022
ＣＬＵＢ彩

加納町4 - 8 - 7 F B l ピル6 F壷3 9 2 - 0 1 5 6

Ｃ ＬＵＢ神戸倶楽部
神戸市中央区加納町４－７－１１

パレ北野坂ビル2 Ｆ志3 9 2 - 3 7 1 9

ペ ティシアター力、けい
中央区下山手通2 - 】- 1 3 念3 3 2 - 2 2 3 9

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ B A R 茜穂屋

中央区北長挟通５－５－２２包3 5 1 - 4 3 1 1

ヌヤケイヌアルバトロス
中央区中山手通１－２２－１０画２３１－３３００

大秘ナイトプラザ２Ｆ

サ ロン太田
生田祈道シマダ靴店2 Ｆ缶3 3 1 - 5 0 2 3
剛1 2 : 0 0 ～6 : ００( 伽誹タイム）

蒋 識滑鳶工トワ
中央区三富町３－８－１２p 3 3 2 - l 7 5 5

神戸トアロード三宮センター1 1 酒人口スカイ1 , - 丁ピル３Ｆ

ス ナック雅子
神戸市中央区北長狭通ｌ－５－９ＫＣＢピル３Ｆ五3 3 2 - 0 0 5 】

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ･ パートム・キャンティ
中央区下山手通２－８－２竃3 3 1 - 2 1 2 2
神戸ワシントンビル】Ｆ

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ﾂ ｻ ヴオイ
綴架山側ﾃ ｷ の店北画3 3 1 - 2 6 1 5

; ユヴZ , ' ；サントノーレ
ト了ロート唐中央区下1 1 1 手適２－５－６画3 9 1 - 麺２

北y f哨中央区中1 1 1 謎1 - 2 2 - 1 0 大棚ナイトフラサ６Ｆ冠2 2 1 - 3 8 8 6

ス タンド千里
中央区下山手通２－１１－１画3 3 1 - 4 7 3 0
Ｋ. Ｓ・ＭビルＩＦ

窯 爵制でっさん
中央区北長挟通１－５－１２垂3 3 1 - 6 7 7 8

Ｓ ＴＡＮＤマシュケナダ
中央区中山手過' －４－６冠3 3 1 - 5 5 8 7
ユーペルピル４Ｆ

削隠 i N W m 図珍地理屋
鶏野W熱譜-10画242-0288

レジヤーピル、西村ビル
中央区北長扶通２－１２－１０【生田筋１スーパーステーション
ﾗ ﾝ ダﾑ ﾊ ｳ ｽ 4 5 r p m 虎巡坊東珍ｴ ｽ ｶ ｲ ﾔ ｸ ﾗ プ

ス タンドかてな
中央区中山手通１－７－１０英髄ビル１Ｆ竃3 3 1 - 1 3 1 6

ス ナ，グアダル卜
中央区北長挟通I - 2 0 - 2 笹原ピル5 F 缶3 2 】- 5 8 8 5

何 国スナック世宗
中央区北憂狭通’－６－１０ニユーキヤスルピル３Ｆ

; ユヴＺ' ；ＤＡＹｂｙＤＡＹ
中央区下山手通２－１１－５ワシントンホテルＢＩＦ

冠3 9 2 - 4 1 7 3

洋 酒・寝茶オアシス
神戸市中央区布引町４－１－１
取三ﾉ 宮駅構内念2 4 1 - 9 8 6 1

サロンフーリッシュハート
中央区中山手通2 丁目冠2 4 2 - 0 0 3 9

お 酒処藤樹
神戸市中央区北奨狭通l - 5 - I k I I I ヒル６Ｆ

念３２２－１９７４

ｽ ﾅ ｯ ｸ . ﾊ ｰ ﾑ 栄利
神戸市中央区中山手通1-6-6ダーパンピル1Ｆ壷321-6878
ｶ ｸ ﾃ ﾙ パー馬車屋
中央区力Ⅱ納訂4-9-29バｼﾌｲﾜｸｧﾄﾗｽ神戸ピﾙ3F念331-6814

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



②青柳
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